
○テーマ・概要

○内 容

平成２８年度 兵庫県立大学 第 16 回”知の創造”シリーズフォーラム

【減災復興政策研究科開設記念講演～過去の災害に学んで、未来の災害に備える～】

日 程 ：平成 29 年 2月 16 日(木)

受講者数：183 名

場 所 ：神戸朝日ホール

講 師 ：兵庫県立大学防災教育研究センター長 室﨑益輝

兵庫教育大学 教授 冨永良喜

平成29年４月に減災復興政策研究科を開設することを記念し、新研究科に着任予定の室﨑先生と冨永

先生が「過去の災害に学んで、未来の災害に備える」というテーマで講演会を行った。

第 1 部では、兵庫教育大学大学院の冨永良喜教授が「心のケアと防災教育」と題して、東日本

大震災や熊本地震での実践から、心のサポートを取り入れた避難訓練や防災教育のあり方につい

て、講演を行った。

内容としては、東日本大震災の被災地である岩手県で実施された「こころのサポートプログラム」

を例に、つらさを軽減するための対処方法や、防災教育が災害のトラウマ後、成長につながるもの

にするために、心のケアと一体的に取り組む必要があることなどについて語られた。

第 2 部では、本学防災教育研究センターの室﨑益輝センター長が「地域創造と生活再建」と題

して、災害は社会の抱える矛盾を、時間を先取りする形で顕在化させることから、少子高齢化や人

口の一極集中化の矛盾に対する解決策を見出していく中での、地域創造と生活再建のあり方につい

て、講演を行った。

内容としては、巨大災害に向き合うためには、時間・人間・手段の足し算で被害の引き算をはか

る「減災」が大切であり、生活の再建と創造、地域の再生と創造、人間の回復と創造が「復興の鍵」

になる。また、復興では、医・職・住・育・連・治の６要素の確保が求められ、安全をはかる手段

として、諦める・祈る・避ける・逃げる・そらす・和らげる・耐える・退けるという減災の８段階

活用について語られた。

講演後の質疑応答では、高校生の参加者から、今後、新しい社会づくりへチャレンジするうえで

必要なことについてなどの質問があり、活発な意見交換が行われた。
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冨永良喜教授の講演

室﨑益輝センター長の講演

講演後の質疑応答


